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は、「未知の市場へ進出する海外市場の不確実性」（中村, 2015, p. 7）である。克服のために
は、現地市場で通用する自社独自の資源の開発（価値創出）と、その価値を現地市場で円
滑に提供する仕組みを構築するための資源の獲得（資源獲得）が求められる。しかし、保























響を与えない営みであればアウトソースしてもよい」（Christensen ＆ Raynor, 2003, pp. 153─
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力を構築するという点では GNT 企業は BGC の考察をする上で参考になる。経済産業省
の調査によると、「市場シェア」を高めるための取り組みとして「卓越した技術力を活か
し、競合他社が追随不可能な新製品で新市場をつくる」と GNT 企業の 7 割が回答した。
また、GNT 企業の売上高対研究開発比率に関しては 5％と、製造業平均 4.4％に対し高い
数値を占める。更に、79.0％が顧客との共同開発、60.0％が大学・研究機関との共同開発








者、規制機関、標準化団体、裁判所、研究教育機関を含む」（Teece, 2007, pp. 1319─1350）。そ








ク外部性を有する点でバリューチェーンと異なる」（森田, 2015, p. 39）。ここでいうプラット
フォームとは、「一つのシステムが一社またはそれ以上の企業が製造するパートで成り立
っているとき、このようなシステムの核として機能し、そのときにこそ価値が最大化する
ような基盤製品のこと」（Cusumano 2004 邦訳, p. 112）である。また、ネットワーク外部性と
は、「同じネットワークに参加するユーザーが多いほど、そのネットワークに参加するユ
























ある。「創業からわずか 4 年後の 2014 年に Apple、Samsung、Lenovo、Huawei 等の名だ
たる競合を抑えて中国国内の販売台数でトップとなり、世界シェアでも Apple、Samsung
に続く 3 位（第 3 四半期実績）にランクインしグローバルプレーヤーと肩を並べた」（み







め、高額なハード研究開発費が要らない」（東洋経済オンライン, 2013, p. 6）。







るが、それを開発する以前の創業当初の段階から、Android をベースとした自社 OS であ







150 件の投稿に回答しなければならない」（陳宗華, 2014, p. 122）。こうしたユーザーとの製品
に関する積極的な意見交換から成る製品開発は、消費者ニーズの充足といった価値以外に
も、以下 2 つの異なる価値を創出させている。1 つ目は、単一機種の販売による製造コス
トの削減である。「小米は単一機種戦略を採用し、ユーザーとの十分な対話を踏まえた後
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に、求められている必要十分条件を慎重に見極め、製品の種類を絞り込み、機種毎の販売

















































































自動車 1 万 7992 台に対して、二輪車が 7 万 6381 台とおよそ 4 倍、他の国も多くが自動車




















経済産業省の分析によると、100 選企業が GNT 企業となった経路は、（1）国内で汎用
品を生産（下請け）、（2）国内でニッチに特化（焦点差別化）、（3）海外に進出して GNT












た、GNT 企業になる過程で苦労したことという質問には 8 割の企業が「優れた製品を開

















こされる意義があるもの」とされている（山名, 2015, pp. 42─43）。一方で、②破壊的イノベ
ーションとは、「顧客が既存の性能改善に金銭的対価を払わなくなるような「過剰満足」
または「無消費者 / 無消費の状況」にある際に、シンプル、低価格など異なる価値提案
によって破壊的なインパクトをもたらすもの」である（山名, 2015, pp. 42─43）。
今回注目したいのが破壊的イノベーションである。Christensen によると、破壊的イノ
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